
むか～し、むかし。
いや、ほんの少しだけのちょっと昔。
 
岡山県のあるところに、
「宇宙一面白いバス」を研究する
博士と助手がおったそうな。
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「やれやれ、岡山はなんでもかんでも桃ばっかりじゃ。
ボートまで桃にしてしもうたか」
と、つぶやいた瞬間・・・

「ぬぬぬ！！！ボートを桃にしただけで喜ばれるのか！
これは目からウロコじゃ！」
と、何かをひらめいたのでした。

ある日、博士が川に洗濯…ではなく、
散歩へ出かけたところ、
どんぶらこ、どんぶらこと、
大きなの桃、
いや、
桃の形をしたボートが流れておった。
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